
注
１

秘
笈
灞
城
古
實
記

は

ぎ

四
冊
之
内

磯
部
氏

【
１
頁
】

長
門
国

等
並
ひ
に

ヽ
称
ス

穴
門
、
穴
戸
ノ
字
を

舊
事
記

古
事
記

阿
な
と

注
１

注
２

用
ゆ
る

垂
仁
・
仲
哀
・
神
宮
等
の
紀
に
穴
戸
と
阿
り

継
體

日
本
書
記
注
３

天
皇
の
紀
に
初
て
長
門
と
阿
り

後
に
欽
明
天
皇
の
記
並
ひ
ニ

穴
門
と
書

孝
徳
天
皇
の
記
に
穴
戸
と
阿
り

天
智
天
皇
の

記
ニ
見
ユ

記
に
又
長
門
と
阿
り

天
武
天
皇
の
已
後
は
長
門
ト
ア
リ
已
上
日
本

日
本
記
以
後
の
国
史
古
記
等
悉
く
長
門
と
云
り

す
る
や

倭
名
鈔
注
４

曰
奈
加
度
一
ニ
云

穴
戸
は
穴
ゲ
門
の
中
略
也
加
を
略

長
門
ハ
穴
門
の
上
略
也
あ
を
略
す
る
也

＝

萩

の
地

名

は
本

書

に
説

明

さ

れ

て
い
る
様

に
最

初

嶋

榛

原

【
注

１
】
灞

城

（
は

ぎ

）

（
し
ま
の
は
ぎ

わ

ら

）

、
嶋

の
榛

（
し
ま
の
は
ぎ

）
が
語

源

と

さ

れ
て
い
る
。
そ

し
て
「
萩

」
を

「
灞

城

」
と

も

書

く

。
「
灞

」
の
字

義

は
は
た
が
し
ら

、
諸

侯

の

長

。
か
し
ら

。
ま

た
、
「
灞

水

」
は
中

国

陜

西

省

（
長

安

）
を

流

れ

る
川

の
名

前

に
付

け

ら

れ
て
い
る
。

そ の １

阿
武
郡

今
俗
ニ
あ
ん
の
こ
ほ
り
と
云

先
代
舊
事
本
記

曰

阿
武
国

造
は
餭
（
纏
カ
）
向
日
代
の

朝

の
御

注
１

く
に
の
み
や
つ
こ

ま

き

む

く

の

ひ

し

ろ

ミ
カ
ド

注
５

世

【
２
頁
】

神

命
十
世
の
孫

味
波
々
の

命

を
国
造
に
定
め
賜
ふ

景
行

帝
也

呪

か
ん
の
う
の
み
こ
と

う
ま
し
は
は

み
こ
と

と

上
古
に
ハ
国
々
に
国
造
阿
り

今
ハ
出
雲
乃

此
外
古
記
東
鑑
等

に
多
く
見
へ
た
り

国
の
人
に
残
れ
り

神
職
を
以
て
な
り
と
云

新
選
六
帳
云

注
１

長
門
な
る
阿
ふ
の
郡
の

枯

板
ハ
も
ろ
こ
し
人
も
す

さ

め

た

り

光
俊

杣
の
誤
記

す
さ
め
ざ
り
け
り
の
誤
り

佛
坂

阿
武
郡
四
方
の
境
ハ
東
北
ハ
石
州
に
隣
る

北
ハ
多
万
郡
今
田

万
と
書

石
州
美
濃
郡

を
堺
と
須

艮

ハ
小
川
郷

石
州

飯
の
浦

土

床

注
２

う
し
と
ら

つ
ち
と
こ

美
濃
郡

に
堺
ふ

寅
卯

ハ
加
年
（

）
郷
白
坂

石
州
鹿
足
郡

黒
谷

嘉
年

注
３

祢

を
堺
と
須

東
ハ

郷
・

石
州
鹿
足
郡

に

徳
地

徳
佐

野
坂

津
和
野

堺
ふ

東
南
ハ
周
防
に
列
す

辰

ハ
徳
佐
郷
ニ

是
也

防
長

注
４

注
５

三
頭
山

＝

の
こ
と

。

と

も

云

う

。
平

安

初

期

に

【
注

１
】
旧

事

紀

先

代

旧

事

本

紀

旧

事

本

紀

物

部

氏

が
一

族

顕

彰

を

目

的

に
「
古

事

記

」
「
日

本

書

紀

」
な

ど

を

中

心

に

編

纂

し
た
と
さ

れ
る
。

＝

天

武

天

皇

が
諸

家

に
伝

わ

る
帝

記

・
旧

辞

の
偽

り

を

削

り

、
正

し

【
注

２
】
古

事

記

い
も

の
を

後

世

に
伝

え

よ
う

と

舎

人

の
稗

田

阿

礼

に
誦

み

習

わ

し
、
さ

ら

に

和

銅

四

年

（

）
元

明

天

皇

の
命

に
よ
り
太

安

万

侶

が
改

め
て
選

録

し
た
。

711

和

銅

五

年

の
成

立

。

＝

最

初

の
編

年

体

の
正

史

。
天

武

十

年

（

）
以

来

の
修

史

事

業

【
注

３
】
日

本

書

記

681

を

も

と
に
舎

人

親

王

ら

が
撰

述

。
養

老

四

年

（

)

の
成

立

。

720

＝

倭

名

類

聚

抄

。
承

平

年

間

（

〜

）
に
源

順

が
醍

醐

天

皇

皇

女

【
注

４
】
倭

名

鈔

931

938

勤

子

内

親

王

の
命

に
よ
り

撰

述

し
た

分

類

体

の
百

科

事

典

。
一

〇

卷

本

と

二

〇

卷

本

の
二

種

類

あ

り

、
二

〇

卷

本

の
国

郡

部

に
は
国

郡

郷

名

が
収

録

さ

れ
、
古

代

の
地

名

史

料

と
し
て
価

値

が
高

い
。

＝

景

行

天

皇

【
注

５
】
纏

向

日

代

朝



石
三
州
堺
嶺
也
故
に
三
ツ
か
し
ら
山
ト
云
巽

ハ

ノ
郷

佐
波

注
６

注
７

地
福

大
泥どろ

郡

を
堺
と
す

巳

は
生
雲
郷
の

吉
木
郡

を

柚
木

篠
目

宮
野

注
８

ゆ
の
き

い
く
も

し
の
め

吉

敷

【
３
頁
】

堺
と
須

午

ハ
椿
郷

・
吉
敷
郡

ヲ
堺
ふ

南
ハ
同
国

注
１

夏
ノ
木
原

一
ノ
坂

美
祢
郡
を
境
ト
須

未

ハ
椿
郷

・
美
祢
郡

を
境

注
２

雲
雀
山

赤
村

と
須

西
は
大
津
郡
に
比
ふ

酉
ハ

郷

・
大
津

三
位

飯
井

今
ハ
俗
ニ
さ

ん
ミ
ト
云

郡
飯
井
川
上
ヲ
以
テ
境
と
ス

西
北
ハ
海
也

海
中
ハ
鯖
嶋
を
以
大
津
郡

の
境
と
す

是
阿
武
郡
の

な
り

四
□
注
３

至
カ

椿
木
郷

和
名
鈔
曰

長
門
国
阿
武
郡

是
也

椿
木
郷
ハ
西
ハ

を

椿
木

玉
江
坂

限
り

坤

ハ

ニ
走
り

南
ハ
周
防
の
国
境

巽
ハ

水
源
を

注
４

雲
雀
山

川
上

ひ
つ
じ
さ
る

究
む

東
ハ

を
限
り

艮

ハ

に
至
る

北
方
乾
の
角
ハ

松
本
垰

猪
の
隈
垰

う
し
と
ら

＝

右

大

弁

室

葉

光

俊

（
真

観

）
作

新

選

六

帖

。｢

あ

ふ
の
こ
ほ
り

の
杣

【
注

１
】
光

俊

板

は
唐

土

人

も

す

さ

め
ざ

り
け

り｣

。｢

す

さ

め｣

は
遠

ざ

け

る
、
嫌

っ
て
避

け

る
。
中

国

の
人

も

良

材

と

認

め
珍

重

し
た
の
意

。

（
う

し
と

ら

）
＝

北

東

。

＝

北

東

東

。

【
注

２
】
艮

寅

卯

【
注

３
】

＝

南

東

東

。

【
注

４
】
辰

＝

三

ツ
が
峰(
米

）
。
三

つ
頭

（
徳

佐

）
、
高

神

山

（
柚

木

）
、
其

外

【
注

５
】
三

頭

山

969

土

地

に
よ
り

三

つ
が
峯

、
三

国

岳

、
本

谷

山

、
高

岳

山

な

ど

の
呼

称

あ

り

。

＝

南

東

。

【
注

６
】
巽

＝

地

福

下

村

（
現

阿

東

町

）
清

丸

（
小

村

）
の
大

土

路

（
小

【
注

７
】
地

福

の
郷

大

泥

名

）
。

＝

南

東

東

【
注

８
】
巳

海
な
り

是
往
古
椿
木
郷
四
至
の
境
也

今
ハ
其
内
を
割
て
村
々
を
立

嶋

榛

原

と
か
く

今
萩

シ
マ
ノ
ハ
ギ
ハ
ラ

【
４
頁
】

椿
木
郷
の
内
に
あ
る

な
り

国
の
人
略
し
て
嶋
の
榛
と

計

い
へ
り

川
嶋

は
き

ば
か
り

今
世
俗
に

と
云

當
の
字
は
所
の
名
に
阿
ら
ず
当
嶋
当
国

当
嶋
の
萩

な
と
の
當
の
字
の
心
に
や

嶋
の
萩
と
云
へ
き
を
当
嶋
の
榛
と
な
る
へ
し

は
き

思
子
之
衣
将
摺
尓

万
葉
集
十
卷
目
詠
榛
哥
一
首
作
者
未
詳

は
き

オ
モ
フ
コ
ノ
コ
ロ
モ
ス
テ
シ
ニ

ト
モ

尓
保
比
世
與
嶋
ノ
榛
原
秋
不
立

ニ

ホ

ヒ

セ

ヨ

は
き

タ
タ
ズ

此
歌
当
所
を
を
詠
す
類
所
な
り
と
云
し

衍
字

る

前
中
納
言
輝
元
郷
の
命
ニ
曰

凡

諸
士
居
住
二
途
阿
り

惣

而
遠

卿

お
よ
そ

そ
う
じ
て

郡
近
郷
是
を

と
云

城
内
郭
前
是
を

と

在
郷
住
の
士

萩
住
の
士

云

其
在
郷
と
萩
住
を
分
川
四
至
の
榜
尓

阿
り

其
地
を
俗
に

注
１

つ

ほ
う
じ

□

鉄
炮
榜

と
云

尤
此
地
に
鉄
炮
の
制
札
阿
る
故
也

其
四
方
ハ
西
大

注
２

ふ
だ

原
カ

中
山

山
田
口

瀬

申
酉
は
参
見
の

坤

ハ
玉
江
の

今
阿
を

今
俗
に
さ

は
せ
と
云

ん
ミ
と
云

注
３

三

ひ
つ
じ
さ
る

＝

南

。

＝

西

南

南

。

【
注

１
】
午

【
注

２
】
未

（
し
い
し
）
＝

所

領

の
東

西

南

北

の
境

界

。

【
注

３
】
四

至（
ひ
つ
じ
さ

る
）
＝

南

西

。

【
注

４
】
坤



【
５
頁
】鹿

瀬
坂

河
内

椿
瀬

松
本

南
ハ

午
未

ハ

の
入
江

巽
ハ
川
上

東
ハ

注
１

か

せ

カ
ウ
チ

は
つ

艮

ハ

の
切
通
し

北
乾
の
方
角
ハ
海
浜
也

垰

小
墾
田

今
ハ
小
畑
の

切
通
し
と
云

う
し
と
ら

オ

ワ
タ

是
を
榛
の
四
至
と
云
也

は
き

注
２

唐
樋
札
場
ヨ
リ
明
木
迄
道
程

注
３

注
４

一

橋
詰
ヨ
リ

迄
八
丁
弐
拾
八
間
大
橋
詰
ヨ
リ

関

貫

唐
樋

大
橋

天
神
前
か
ん
ぬ
き

濁
淵

長
藏

迄
三
丁
拾
間
貫

木

ヨ
リ

石
橋
迄
一
丁
弐
拾
壱
間
石
橋
ヨ
リ

注
４

か
ん
ぬ
き

注
５

寺前
三
ツ
辻
迄
壱
丁
四
拾
壱
間

右
三
ツ
辻
ヨ
リ

石
橋
迄
九
町
五
拾
弐
間
大
屋
の
町
壱
町
弐
拾
一
間
同

大
屋

町南
詰
ヨ
リ

迄
九
丁
弐
間

壹
里
山
ヨ
リ

迄
拾
壱
丁
廿
七
間

壱
里
山

倅
坂
垰

同
垰
ヨ
リ

ハ
本
書
侭
の
元
石
橋
迄
五
丁
五
拾
弐
間

右

坂
の
下
鳥
居

（
榜

示

、
ぼ
う

じ
、
ほ
う

じ
、
）
＝

杭

ま
た
は
石

な

ど

に
よ
っ
て
領

地

・
領

【
注

１
】
榜

尓

田

の
境

界

の
標

示

と
し
た
も

の
。

【

】

（
鉄

炮

札

）
＝

こ
こ
か
ら

内

で
鉄

炮

を

撃

っ
て
は
な

ら

な

い
と

い
う

鉄

注

２

鉄

炮

榜

炮

撃

ち

禁

止

区

域

の
札

が

立

っ
て
い
る

場

所

（
「
萩

市

史

」
第

１
巻

頁

参

194

照

）
。
時

代

に
よ
っ
て
異

な

る
が
、
椿

東

分

（
越

ヶ
浜

馬

鞍

山

下

）
、
同

（
後

小

畑

切

通

し
垰

）
、
同

（
峠

の
垰

）
、
川

上

村

椿

瀬

、
椿

西

分

（
倅

坂

垰

）
、
同

（
河

内

村

笠

屋

）
、
山

田

村

（
奥

玉

江

山

田

口

）
、
同

（
青

長

谷

村

）
、
三

見

村

（
中

山

）
の
九

個

所

に
あ

っ
た
と

云

う

。
鉄

炮

か
ら

内

を

「
御

塞

り

」
と

札

云

っ
た
。
（
同

上

頁

）
鉄

炮

札

と

四

垰

（
猪

熊

垰

、
手

水

川

垰

、
倅

坂

、
玉

237

江

坂

）
の
内

が
広

義

の
城

下

の
範

囲

と
考

え

ら

れ
て
い
た
。

＝

青

長

谷

。
小

原

口

と

云

っ
た
。

【
注

３
】
あ

を

は
せ

石
橋
ヨ
リ

土
橋
迄
拾
四
丁
四
拾
間

明
木
市
尻
土
橋
ヨ
リ
一
里
山
迄

明
木

四
丁

【
６
頁
】

芟

繁

四
拾
九
間
ト
云

已
下

は
ん
を
か
る

い
く
千
代
爰
に
な
が
と
の
蜑
乙
女
す
む
に
し
づ
け
き
静
の
浦
浪

長
門
浦

幾
千
代
を
誰
に
ち
ぎ
り
て
誰
人
の
浦
に
替
ら
ぬ
阿
ふ
の

又
一
書
ニ
曰

阿
武
松
原

松
原

長
門
高
三
拾
六
万
四
千
三
百
六
拾
三
石
四
斗
余
新
開
モ
御
内
捨
高
ト
云

三
拾
四
貫
九
百
七
拾
弐
匁
三
分
三
厘
九
毛

但
浮
役
銀
現
高
百
石
ニ
付
弐
拾
弐
匁
宛

秣

稼
代
ト
〆
納
之
云
也

ま
ぐ
さ

六
郡
百
四
拾
九
ヶ
村
此
内
阿
武
郡
弐
拾
弐
ヶ
村
高
三
万
八
千
五
百

拾
五
石
三
升
之
内
弐
万
九
千
三
百
拾
石
弐
斗
三
升
弐
合
田
方

九
千
弐
百
四
石
七
斗
九
升
八
合
畠
方

一

書
ニ
表
方
ハ
長
門
高
拾
六
万
六
千
六
百
弐
拾
三
石
六
斗
四
升
五
合

＝

南

南

西

。

【
注

１
】
午

未

＝

こ
の
道

筋

は
三

田

尻

街

道

或

い
は
大

道

。

【
注

２
】
唐

樋

札

場

ヨ
リ
明

木

迄

＝

橋

本

大

橋

。

【
注

３
】
大

橋

（
か
ん
ぬ
き

）
＝

「
し
ぼ

り

門

」
と

も

い
う

。
番

人

を

置

い
て
通

行

【
注

４
】
関

貫

・
貫

木

人

を

監

視

す

る
為

の
門

。
当

初

は
松

本

口

、
須

佐

口

、
大

屋

口

、
玉

井

口

、

川

上

口

、
小

原

口

の
６
個

所

。
後

、
万

治

制

法

の
規

定

で
鶴

江

口

、
松

本

口

、
龍

造

寺

か
け

口

、
切

口

か
け

口

、
大

屋

坂

口

、
桜

渡

し
上

り

、
玉

江

渡

り
上

り
、
の
７
個

所

と
な

っ
た
。
（
「
萩

市

史

」
第

１
巻

頁

）

193

＝

濁

淵

に
あ

る
。
山

号

永

椿

山

。
開

山

は
正

屋

。
本

尊

は
観

世

音

菩

【
注

５
】
長

蔵

寺

薩



内
拾
三
万
千
弐
百
六
石
三
斗
壱
升
七
合

田
方

三
万
五
千
四
百
拾
七
石
三
斗
弐
升
八
合

畠
方

萩
東
西
三
十
六
丁
南
北
四
拾
弐
丁
ト
云

又
東
西
九
丁
南
北深

川

俵

廿
二
丁
余
ト
モ

御
高
札
場
三
拾
八
ヶ
所

長
門
ノ
温
泉

・

注
１

【
７
頁
】

塩
浜

大
津
ニ
二

厚
狭
ニ
十
一

古
城
ノ
跡

山

・
川
棚

注
１

注
２

注
３

た
な

注
４

長
府
串
崎
山

阿
武
郡
萩
ヨ
リ
厚
狭
郡

迄
南
北
拾
五
里
余

須
恵
本
山
注
５

石
州

ヨ
リ

迄
東
西
弐
拾
九
里

野
坂

赤
間
関

注
６

注
７

注
８

萩
御
城
下
下
ヨ
リ
諸
所
へ
芸
州
境

迄
弐
拾
九
里
同

小
瀬
川

亀
尾
川

迄
廿
四
里
廿
五
丁

石
州
境

迄
拾
里
拾
九
丁

同

迄
拾
壱
里
廿
八
丁

野
坂

仏
坂
注
９

御
城
下
寺
社
類

寺
八
拾
六
ヶ
寺
・
社
拾
壱
社

＝

山

口

県

長

門

市

深

川

に
あ

る

。
開

湯

は

年

。

【
注

１
】
深

川

温

泉

湯

本

温

泉

1427

大

寧

寺

の
住

職

が
発

見

し
た

と

さ

れ

源

泉

も

同

寺

の
所

有

。
江

戸

時

代

に

は
長

州

藩

藩

主

も

湯

治

に
訪

れ
た

【
８
頁
】長

門
国
諸
郡

五
百
廿
三
ヶ
寺
ト

社
三
百
六
拾
四
社

堂
弐
百

長
府
領

寺
除
之

七
宇

同

三
拾
弐
ヶ
所

同

拾
三
ヶ
所

浦
数

湊
数

長
州
ト
石
州
海
辺
ノ
境

ヨ
リ
芸
州
ト
防
州

境

タ
タ
ラ
崎

岩
国

注
１

迄
海
辺
九
拾
弐
里
余

但
大
嶋
郡
ヨ
リ
廻
り
而
も
百
拾
里
余

寛
延
三
午
十
二
月
町
奉
行
赤
木
丹
下
兼

定

役
中
ノ
改
メ

注
２

か
ね
さ
だ

萩

弐
拾
八
町

四
百
弐
拾
四

三
千
八
百
七
十

町
数

藏
類

竈
数

注
３

五

十

餘

＝

山

口

県

長

門

市

俵

山

。
１
１
０
０
年

の
歴

史

が
あ

る
。

【
注

１
】
俵

山

温

泉

＝

下

関

市

豊

浦

町

川

棚

下

小

野

。
下

関

街

道

沿

い
に
あ

り

、
藩

【
注

２
】
川

棚

温

泉

主

で
あ

っ
た
毛

利

綱

元

の
本

陣

や

御

茶

屋

が
置

か
れ

、
湯

治

湯

と

し
て
の
御

殿

湯

も

あ

っ
た
。

＝

塩

を

焼

い
た
浜

。

【
注

３
】
塩

浜

＝

下

関

市

長

府

町

宮

崎

の

。
雄

山

と

云

い
、
又

櫛

崎

八

【
注

４
】
串

崎

山

櫛

崎

城

址

幡

社

鎮

座

し
た

た

め
に
櫛

崎

城

と

い
う

。
貞

和

五

年

黒

川

近

江

守

貞

信

在

城

し
、
そ

の
後

大

内

氏

部

将

内

藤

隆

春

居

城

。
慶

長

七

年

長

府

藩

祖

毛

利

秀

元

卿

討

ち

入

り

の
と

き

、
再

挙

し
て
居

城

と

し
、
同

十

一

年

一

国

一

城

の

幕

令

に
よ
っ
て
破

却

、
爾

来

三

百

年

間

藩

の
居

館

と

せ
ら

る
。
礎

石

山

上

、

土

記

」
よ
り
）

山

下

所

々

に
残

り
、
眺

望

ま
た
絶

佳

。
（
「
防

長

風

＝

現

小

野

田

市

長

門

本

山

駅

付

近

。
本

山

岬

。

【
注

５
】
須

恵

本

山

JR

＝

国

道

九

号

線

で
山

口

か
ら

益

田

へ
向

か
う

途

中

、
徳

佐

を

過

ぎ

て
津

【
注

６
】
野

坂

和

野

に
入

る
手

前

の
峠

が
野

坂

峠

。
山

口

県

と

島

根

県

の
県

境

。

＝

広

島

県

大

竹

市

と

山

口

県

玖

珂

郡

和

木

町

の
県

境

を

流

れ

る

【
注

７
】
小

瀬

川

川

。
四

境

戦

争

の
激

戦

地

。

（
き

び

川

）
＝

山

口

県

玖

珂

郡

美

和

町

秋

掛

の
地

名

。
小

瀬

川

上

【
注

８
】
亀

尾

川

流

。

＝

山

口

県

萩

市

田

万

川

地

区

と

島

根

県

益

田

市

の
県

境

。
往

時

は
関

【
注

９
】
仏

坂

所

が
あ

っ
た
。



六

内

六
百
六
拾
五
ト
云

本
軒
注
４

又
曰

四
千
拾
五
軒
当
町
・
三
百
七
拾
二
軒

竈
数
四
千
三
百

家
数

浜
崎

五
十
八
問
ふ
町
・
五
百
四
浜
崎

人
数

男
七
千
九
百
七
拾
六
人

女
六
千

当

六
百
五
十

七
人

当
町
・

男
九
百
五
拾
弐
人

女
七
百
九
拾
五
人

浜
崎

萩
ヨ
リ
芸
州

迄
十
一
駅

迄

同

迄
八
駅

同

亀
尾
川

野
坂

佛
坂

略之

＝

（
鈩

崎

）
日

本

海

川

の
山

口

県

と

島

根

県

の
県

境

に
あ

る
岬

。

【
注

１
】
タ
タ
ラ

崎

山

口

県

萩

市

田

万

川

大

字

市

味

た
た
ら

ざ

き

。

＝

兼

定

が
萩

町

奉

行

で
あ

っ
た
期

間

は
宝

暦

三

年

四

【
注

２
】
赤

木

丹

下

兼

定

役

中

月

八

日

か
ら

同

四

年

七

月

二

十

日

ま
で
。

＝

萩

町

奉

行

の
管

轄

で
、
且

つ
町

年

寄

が
置

か
れ

て
い
た
基

本

的

な

【
注

３
】
萩

町

数

町

（
本

町

）
の
数

は
享

保

六

年

平

安

古

町

が
一

丁

目

、
二

丁

目

に
別

れ

た
と

1
7

2
1

き

で

、
こ
れ

に

濱

崎

町

と
濱

崎

新

町

を
加

え
る
と

町

で

あ
っ
た
。
但

し
、

28

30

町

年

寄

が
居

な

い
脇

町

を

加

え

た
数

は
元

禄

八

年

町

、
宝

永

七

年

で

1
6

9
5

1
7

1
0

54

58

あ

っ
た
。
（
萩

市

史

第

一

巻

頁

）
）

205

＝

本

百

姓

、
百

姓

軒

。
本

来

は
自

立

自

営

の
高

持

百

姓

を

意

味

し
、
無

【
注

４
】
本

軒

高

小

前

の
門

男

百

姓

と

区

別

し
た

。
本

百

姓

は
田

畠

の
持

高

に
応

じ
た

年

貢

諸

負

担

の
外

に
、
軒

別

当

り

の

を

負

担

し
た
。
し
か
し
持

高

の
高

門

役

銀

本

軒

下

が
あ

る
の
で
、
門

役

銀

に
等

差

を

つ
け

、
一

軒

分

を

課

す

る
も

の
を

と

し
、
半

軒

分

を

課

す

る
も

の
を

と

し
た
。
天

保

四

年

徳

地

宰

判

の
規

半

軒
本

軒

七

定

で
は
一

〇

石

〇

一

以

上

一

五

石

を

、
七

石

〇

一

以

上

一

〇

石

を

歩

五

朱

軒

半

軒

四

半

、
四

石

〇

一

以

上

七

石

を

、
二

石

五

斗

以

上

四

石

を

軒

門

男

一

と

し
、
二

石

五

斗

以

下

を

と

し
た
。
な

お

、
一

五

石

〇

一

以

上

は

、

、

等

、
持

高

に
応

じ
て
高

く

し
た
が
上

関

宰

判

に

軒

半

持

二

軒

持

三

軒

持

お

い
て
は
、
室

津

村

風

土

注

進

案

に
一

〇

軒

持

と

い
う

例

が
見

え

る
。
な

お

「

」
（
か
ど

や

く

ぎ

ん
）
と

は
本

百

姓

の
軒

役

と

し
て
領

主

台

所

用

の

門

役

銀

薪

を

各

戸

か
ら

現

物

徴

収

し
た
も

の
を

起

原

と

し
、
後

に
代

銀

納

と

な

っ
た

。
（
「
山

口

県

近

世

史

研

究

要

覧

」
４
３
頁

、
１
５
３
頁

よ

軒

別

税

の
こ
と

り
）

【
９
頁
】

赤
間
関
迄
九
駅

内
防
府
江
四
駅

三
ノ

百
四
拾

曲
輪
武
士
屋
布

く
る
わ

や
し
き

八
ヶ
所

同
九
百
三
拾
五
ヶ
所
ノ

計
三
万

城
外

在
郷
屋
敷
御
本
手

拾
九
軒

在
郷

一
万
七
千
四
百
三
拾
弐
疋

七
千
拾
壱
疋

牛

馬

寺
数
五
百
弐
拾
三
ヶ
寺

社
三
百
六
十
四
社

堂
弐
百
七
宇

萩
所
々

長
陽
灞
城
誌

一

後
ノ
浜
を

ト
云

一

後
を

ト
云

岩
国
屋
敷

花
の
江

深
野
町

藤
か
江

注
１

一

御
蔵
元
ヨ
リ
飯
田
町
の
下
迄

と
云

ト
書
よ
し

松
か
江

高
句
驪

こ

く

り

一

今
魚
棚
ヨ
リ
浜
崎
迄
を

と
云

阿
孤
か
江

店

一

益
玄
殿

下
を

ト
云

共
云

の
事
な
り

注
２

井
口

萩
か
江

古
萩
新
町

益

田

元

祥

一

佐
世
雅
楽
屋
敷

の
下
ヨ
リ
松
本
の
河
原
町
迄

ト
云

注
３

月
見
か
河
原

一

を

ト
云

松
本
市

花

懸

の
市

園
の
誤
記

【
１
０
頁
】

一

同

を
花
園
山
光
春
寺
ト
云

薬
師
堂
注
１

一

荒
神
の
端
を

と
云

東
の
嶽

一

の
上
を

と
云

唐
人
山

権
現
嶽

注
２

＝

萩

城

二

の
丸

（
深

野

町

）
の
吉

川

監

物

屋

敷

。

【
注

１
】
岩

国

屋

敷＝

益

田

玄

蕃

元

祥

の
こ
と
。

【
注

２
】
益

玄

殿

＝

唐

樋

札

場

の
北

側

、
佐

世

主

殿

屋

敷

。

【
注

３
】
佐

世

雅

楽

屋

敷



一

の
山
を

ト
云

大
照
院

お
も
影
注
３

一

小
川
権
左
衛
門
屋
敷

ノ
端
を

ト
云

注
４

塩
見
坂

松

本

橋

の
西

一

益
田
河
内
屋
敷

を

ト
云

注
５

松
虫
か
嶽

一

上

と
云

右
の
崎

白
見
か
嶽

注
６

先

愛宕権現図

＝

現

松

本

市

広

巌

寺

。
山

号

花

園

山

。
天

平

年

中

の
創

建

と

伝

え

【
注

１
】
薬

師

堂

る
。
薬

師

堂

を

起

原

と

し
て
永

享

年

中

（

〜

)

に
天

台

宗

花

園

山

安

14
29

40

養

寺

が
建

立

さ

れ

た
。
の
ち

荒

廃

し
て
薬

師

堂

の
み

残

っ
て
い
た
の
で
、
慶

長

年

中

、
毛

利

氏

萩

打

入

の
時

、
開

山

一

天

大

佐

和

尚

が
再

興

し
廣

厳

寺

と

寺

号

を

改

め
た
。
（
「
萩

市

史

」
第

一

巻

９
９
頁

参

照

）

＝

萩

市

大

字

椿

東

。
東

光

寺

の
東

裏

手

の
山

。

【
注

２
】
唐

人

山

＝

面

影

山

。
平

野

山

城

。
標

高

ｍ
。
享

保

の
頃

か
ら

面

影

山

（
俤

【
注

３
】
お

も

影

260

山

と

も

）
の
名

称

が
用

い
ら

れ

始

め
た
。
古

く

は
桜

山

と

も

呼

ば
れ

た
（
「
萩

市

史

」
第

一

巻

８
６
頁

参

照

）

＝

不

明

。
奥

玉

江

の
小

名

に
塩

見

坂

あ

り

。
「
萩

古

実

【
注

４
】
小

川

権

左

衛

門

屋

敷

未

定

之

覚

」
で
は
「
権

右

衛

門

」
と
な

っ
て
い
る
。

＝

「
萩

古

実

未

定

之

覚

」
で
は
益

田

孫

左

衛

門

殿

屋

敷

と

【
注

５
】
益

田

河

内

屋

敷

井

原

就

祥

で
益

田

元

尭

５
男

、
初

就

堯

、

書

か
れ

て
い
る
。
孫

左

衛

門

は

山

三

郎

、
内

記

、
三

郎

兵

衛

、
孫

左

衛

門

井

原

彦

右

衛

門

就

俊

養

子

＝

右

の
先

（
「
萩

古

実

未

定

之

覚

」
に
よ
る
）

【
注

６
】
右

の
崎


